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老人保健施設ゆうゆう村 
○
現
在
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｂ
型
」
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
患
者
が 

増
加
し
て
い
ま
す
。
手
洗
い
・
手
指
消
毒
・
う
が
い
・
場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク

の
着
用
を
徹
底
し
感
染
予
防
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
短
期
入
所
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
時
も
体
調
確
認
は
行
っ
て 

い
ま
す
が
、
体
調
が
優
れ
な
い
場
合
は
事
前
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
入
浴
日
の
変
更
に
つ
い
て 

 
 

・
二
月
一
二
日
（
祝
日
）
→ 

二
月
一
三
日
（
火
） 

 
 

・
二
月
一
三
日
（
火
） 
→ 

二
月
一
四
日
（
水
） 

 
 

・
二
月
二
三
日
（
祝
日
）
→ 
二
月
二
四
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

○
令
和
六
年
度
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
い
利
用
料
金
が
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
四
月 

よ
り
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
六
月
よ
り
変
わ
り
ま
す
。 

詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
契
約
の
更
新
を
お
願
い
す
る
こ
と
に 

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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五
日
（
月
）
散
髪
（
ヘ
ア
ー
ズ
オ
オ
ツ
キ
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お
食
事
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一
九
日
（
月
）
散
髪
（
ヘ
ア
ー
ズ
オ
オ
ツ
キ
） 

 
 

二
六
日
（
月
）
散
髪
（
理
容
西
林
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
備
国
際
大
学
作
業
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科
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実
習
～
三
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三
日 

二
八
日
（
水
）
誕
生
日
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

節
分
の
豆
ま
き
を
し
ま
す
♫ 

・
三
色
ご
は
ん 

・
天
ぷ
ら
盛
り
合
わ
せ 

・
小
松
菜
の
お
ひ
た
し 

・
す
ま
し
汁 

・
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ 

メニュー 

1 月誕生日会 
1 月 24 日（水） 

ゆうゆう村理念 

1. 私たちは、あたたかい心を育み、誠意と愛情をもって皆様にお応えしたいと思っています。 

2. 私たちは、皆様の喜びを共の喜びとし、一緒に歩んで行きたいと思っています。 

3. 私たちは、郷土に愛される施設をめざし、地域の方々とのより広く強い連携を持ちたいと願っています。 

4. 私たちは、知識の習得と、技術の向上に努めます。 

 １年の門出と、皆様の健康

を祈って、獅子舞が登場！！ 

今年１年間笑顔いっぱい

で、元気に過ごしましょう☆ 

ゆうゆう村手作りの獅子 

食べられそう (^^)！？ 
 

節分の模様替え 
 

職員の手作りです☆ 



  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

感染性胃腸炎（ノロウイルス感染症）に注意         

ノロウイルスとは… 

   ウイルスの中でも、小型の球形ウイルスで、人の体内のみで増殖します。 

    感染力が強く、少量のウイルス量でも感染します。 

初冬から春先を中心に多く発症しており、毎年、食中毒の原因物質の上位に入っています。 

通所リハビリ 

 

２月の壁画「ハートがいっぱい」 

 

 

感染経路 

・吐き気・嘔吐・腹痛・下痢   

・37.0～38.0℃程度の発熱 

・ノロウイルスは 24～48 時間の潜伏

期間を経て感染症や食中毒を発症 

 

☆持ち込まない…下痢や嘔吐等の症状がある方は食品を直接取り扱う作業はしない 

☆つ け な い…食事の前やトイレの後など手洗いは念入りに 2 度洗い 

☆ひ ろ げ な い…こまめに清掃、消毒 

患者のふん便や吐物を適切に処理し、感染を広げない 

☆やっつける…中心部までしっかり加熱！目安は８５℃～９０℃で 90 秒以上 

        調理器具等は洗剤で十分に洗浄してから、次亜塩素酸ナトリウムまた

は、熱湯で消毒 

 
  

予防のための４原則 

 

症 状 

           
 

☆吐物等の拭き取り、汚染された衣類等の片づけの際には、ビニール手袋やマスク等を用い

て、直接触らない。 

☆吐物等の拭き取りに使用したペーパータオル等や汚染された衣類等は、衛生的に 

廃棄するか、捨てられないものは塩素系漂白剤または熱湯でつけ置き洗いする。  

☆吐物のあった床等は、次亜塩素酸ナトリウムで浸すように拭き取る。 

☆嘔吐物等を処理した場合は、必ず十分な手洗いとうがいを行う。 

個々の状態に合わせて、リ

ハビリスタッフによる個別

リハビリや自主トレーニン

グに取り組んでいます 

玄関前の梅が開花♪ 

1 月３０日撮影 

研修医の守屋先生が 

ゆうゆう村に来られ、

高齢者医療・介護の現

場について間近で見学

されました。 

吐物等の処理の注意点 

春よ来い 

早く来い 


